
古典フラ「カヒコ」同時上演！
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　1975年の沖縄国際海洋博覧会で日本政府館として

オープンし、国営公園の施設として40年を迎える海洋文化

館。世界的なカヌーコレクションやプラネタリウムを有し「人

類の太平洋へのグレートジャーニー」「太陽や月・星の方角

などから船の針路を導く伝統的航海術」「伝統を守り継承

する沖縄の海洋文化」という世界に類のない展示をしてい

ます。

　太平洋地域や南米等に移住していったウチナーンチュの

子孫達が「故郷」に戻ってくるこの機会に「太平洋へのグ

レートジャーニー」について、日本・ハワイ・ミクロネシアの人類

学者・海洋探検家・伝統航海術の継承者たちが、それぞ

れの目線で語る国際的なシンポジウムを行います。

　近代機器もない時代、自らの五感を頼りにカヌーで太平

洋地域に移住していった先人達に思いを馳せてみません

か？
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海洋博公園　海洋文化館　展示ホール

国立民族学博物館/国立科学博物館/沖縄県立博物館・美術館

80名

入館料のみ（高校生以上170円　小中学生50円　6才未満無料）

シンポジウム：要事前予約・古典フラ：観覧自由

0980-48-2741（海洋博公園管理センター）　

http://oki-park.jp/kaiyohaku/

10月29日（土）

13：00～17：00
（第6回世界のウチナーンチュ大会期間中）

日時：平成28年10月29日（土）1２：00～1２：５0
団体：ハラウ　フラ　カラカウア　

▲沖縄のサバニ

▲糸満の海人（ウミンチュ）が使っ

た水中眼鏡「ミーカガン」

◀ハワイに移住した沖縄の人が三

線の蛇皮とハワイの木材を組み合

わせて作ったウクレレ
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ハワイの伝統を受け継ぐ古典フラ「カヒコ」の上演
太鼓と歌のみで踊られる幻想的な古典フラが、自然と人間が
共存していた古の時代へと誘います！

いにしえ

※2007年に沖縄に寄港した伝統的航海術のカヌー「ホクレア号」の歓迎式典でフラを上演
（上演中の写真撮影・録音・録画等はご遠慮ください）



1975年、ミクロネシアより伝統的航海術で3000
キロを航海し、沖縄国際海洋博覧会会場に到着
したチェチェメニ号（現在、大阪の国立民族学博
物館で展示中）©門田修

海洋文化
シンポジウム

プログラム

2007年、ハワイの「ホクレア号」は伝統的航海術
を伝授したミクロネシアの伝統航海士への感謝
と明治時代にハワイへ移民した日本人への感謝
の意を込め航海した。©内田正洋

海洋文化館のリニューアルの際、ミクロネシアの
ポロワット島で、伝統的な材料と技法で造られた
リエン・ポロワット号。グアムまでの800キロを伝
統的航海術で航海した。©海工房

第１部 沖縄国際海洋博覧会1975・海洋文化館とオセアニアの文化復興
須藤健一（国立民族学博物館館長・日本オセアニア学会元会長・1975年の海洋文化館資料収集団員）

13：10～13：40時 間

第2部 太平洋へのグレートジャーニー
❶太平洋地域への人類拡散・海洋文化館所蔵カヌーの調査と建造プロジェクトの意義
　後藤明（南山大学教授・沖縄美ら島財団研究顧問・2013年の海洋文化館リニューアル総監修者）
❷沖縄旧石器人のチャレンジ－3万年前の航海　徹底再現プロジェクト
　片桐千亜紀（沖縄県立博物館・美術館主任学芸員・3万年前の航海　徹底再現プロジェクトメンバー）

13：50～14：30時 間

第4部 太平洋地域・沖縄の海洋文化を守り、継承する海洋文化館
● 須藤健一（国立民族学博物館館長・日本オセアニア学会元会長・1975年の海洋文化館資料収集団員）
● 後藤明（南山大学教授・2013年の海洋文化館リニューアル総監修者・オセアニア部門責任者）
● 高良倉吉（琉球大学名誉教授・沖縄美ら島財団研究顧問・2013年の海洋文化館リニューアル沖縄部門責任者）

16：00～17：00時 間

第3部 太平洋地域への移住の旅を終えた人類とその後
❶ハワイでのカヌー文化・伝統的航海術の歴史と継承

14：40～15：20時 間

● Ka’iulani Murphy（カイウラニ・マーフィー：ポリネシア航海協会所属・ホクレア号クルーとして従事し伝統的航海術
を習得・2007年のホクレア号日本航海で沖縄に来港した際、海洋文化館を訪問）

● 内田正洋（日本レクリエーショナルカヌー協会理事・東京海洋大学講師・ポリネシア航海協会と日本への橋渡しを行
い、2007年のホクレア号のハワイ～ミクロネシア～日本への航海に寄与）

❷ミクロネシア地域でのカヌー文化・伝統的航海術の歴史と継承

15：20～16：00時 間

● Alson J．Kelen（アルソン・J．ケレン：マーシャル諸島出身・Waan Aelõñ in Majelディレクター・元ビキニ環礁地方
自治体市長・マーシャル諸島の伝統カヌー文化継承活動に従事）

● 門田 修（海工房代表取締役・1975年チェチェメニ号航海の記録撮影に従事・2013年海洋文化館リニューアル時の映
像撮影・リニューアルの際、新規展示のため建造したリエン・ポロワット号建造と伝統的航海術での航海プロジェク
トに従事）








